
 

議員とカダる会（議会報告・意見交換会）報告書 

開 催 日 時 令和７年５月 20 日（火） 16 時 00 分～18 時 00 分 

開 催 場 所 カクヒログループスーパーアリーナ 2階 多目的室 B 

会 場責任者 奈良 祥孝 

記 録 者 軽米 智雅子 

出 席 議 員 

奈良 祥孝、蛯名 和子、中田 靖人、軽米 智雅子、天内 慎也、   

舘山 善也 

参 加 者 数 20 人 

報 告 内 容 令和７年青森市議会第１回臨時会及び第１回定例会の主な出来事 

意見交換内容 

（意見の要旨） 

 

 

 

 

 

  

テーマ：災害・防災について 

① アリーナを見学しての感想・必要と感じたこと 

・施設が立派で驚いた。もっとＰＲが必要では。もっと町会に呼びか

けて見学を増やしてはどうか。今後も効果的に使用してほしい。 

・本格的な避難所ができて災害時の不安が減った。 

・キッズスペースが素晴らしい。 

・ここが避難所の基地となるなら、もっとＰＲするべき。 

・キャパ 2000 人は少ない。4000 人分の備蓄は少ない。 

・備品（備蓄食品、衛生用品など）少ないのでは。 

・医務室（救護室）が少し狭いのでは。（予備ベッドあるのか） 

・女子トイレが少ない。 

・避難所の時に女性専用スペースを確保してほしい。 

・高齢者の利用スペースがもっとほしい。 

・車椅子の予備はあるのか。 

・炊き出しスペースはあるのか。その際の鍋等必要では。 

・1000 人も避難するにはトイレが足りないのでは。 

・停電の時の電源はあるのか。何時間維持できるのか。 

・エレベーターが使えないときのスロープはあるのか。 

・フリーWi-Fi はあるのか。 

・テントや段ボールベッドの仕切りが少ない。 

・扇風機はあるのか。 

・ホッカイロの備蓄も必要では。 

・ペット避難の対応は。 

・手洗いできる場所は。 

・積雪時の外のトイレはどうなるのか。 

・コロナ発生時に発熱患者施設にしては。 

・マンホールトイレの使い方がみたい。 

・トイレカーを準備してほしい。 

・災害時用の自販機を学校に設置してほしい。（県内小 30 校、中 16

校に設置されている） 



・災害無線がないのはなぜか。 

・新しい避難所に避難したいと筒井から来た人は追い返されるのか。 

・会場になった会議室は窓がないが換気などの空調対策は。 

・避難所の性犯罪対策はされているのか。 

・外用のトイレの防犯は。 

・市と町会の共助がみえない。 

・津波対策としてタワーマンションの管理組合と町会との話し合い

が必要では。 

 

② フリートーク 

・弘前市は防災マスターなど、動ける防災士の育成をしている。本市

も取り組むべき。 

・防災士にイベントや会議、情報交換できる部屋や施設を提供して、

防災士の活動を活性化してほしい。 

・統合新病院の工事に不安。（地盤沈下、交通など） 

・バス停を増やしてほしい。 

・街路樹のメンテナンスをしてほしい。 

・熊情報の掲示板を熊の図を大きくして分かりやすくしてほしい。 

・市の職員、県の職員に町会運営に協力してほしい。（ポイント制な

どシステム化するなど） 

・町会のゴミステーションがあと 20 年もするとさびて使用できなく

なる。市の予算で新しいものにしてほしい。 

・造道ボートパーク横に護岸がないところがある。 

・赤川の法面の石が外れている。 

・スクールゾーンの白線、一時停止、横断歩道を優先して引くべき。 

・旧ヨーカドーと新体育館の通りの除排雪が不十分ですれ違えない。 

・今年の 12 月、来年の 1 月、2月の災害級の大雪に万全を。 

・5年後の町会（高齢化）をどう考えているのか。 

・小児科と産婦人科の開業がない。 

・高齢者のゴミ出し支援、協力制度を。 

・青森市立看護学院の教師の学生に対するいじめが数年続いている。 

 教員の質をどう考えているのか。卒業できない学生が多い。 

・青森市内の医療従事者の給料が都市部に比べると 1/2。 

 都市部に若い人が流出中。医者、経営者が自分だけ金をためている

のでは。 

・青森市は八戸市、弘前市より遅れている。八戸市は新しい情報や物

を受け入れるが本市はそういうところがない。 

・年齢を重ねた方々とコミュニケーションを取りやすくできるよう

にしてほしい。 

・社会との接点にサードプレイスを。魅力ある市に。情報発信を。 

・部活動のない子がアリーナに来るのに遠い。 

・ヘルメット着用を条例で必ず着用するようにしてはどうか。また愛

知県豊川市ではヘルメット購入した際の領収書を市役所に持参す



ると半額補助が出る。青森市の場合はどうなのか。 

記 録者所見 備蓄倉庫などの見学に時間がかかったので、防災について語り合う

時間が少なく、防災に関心を持って来ていた方々にとっては少し物足

りないようだったが、そのような中でも、参加された方から多くの意

見が出され、大変参考になるものであった。 

 今回のカダる会を開催した会場は内履きが必要であったが、災害が

発生し避難所となった場合、避難者に対してある程度の内履き（スリ

ッパ）が必要なのではないかと思った。 

 

青森市議会議長 様                      

 令和７年５月 26 日 

  上記のとおり報告いたします。 

 

会場責任者  総務企画常任委員長 奈良 祥孝    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 


